
 

 

 

 

 

 

 

4月 29日（土）に和坂小学校で学校と地域の皆さんと“桜守活動”

をサポートされている樹木医さん等を含めたボランティアさんの三者

で合同の研修会が開催されました。その日は今年度初めての授業参観

があり、また、初めての授業参観に合わせての学校運営協議会が開か

れていました。 

 和坂小学校の“桜守活動”は今年で 4

年目を迎えるにあたり、もう一度“桜

守活動”についての理解を深めようと

教職員の研修を計画されたものに、学

校運営協議会の委員さん、地域のみな

さん、樹木医さん等桜守ボランティアさんも一緒に、この 3年間を

振り返りながら、今後の“桜守活動”の充実に向け一緒に勉強しま

しょうということで急遽拡大開催が決まったようです。  

その情報をキャッチした私も、校長先生にお願いして参加させていただきました。 

 この “桜守活動”が始まる 3年前に開かれた研修会にも参加させていただきましたが、3年間

の実践の中で、この“桜守活動”の持つ価値と可能性がより深まったのではと感じました。なに

よりも、この活動を始めて経験した学年が 6年生となり、また、この活動を入学してから見守り

続けてきた学年が 4年生になるなど、和坂小学校の子どもたちにとって、この 3年間和坂小学校

の桜を見守り続けてきた経験は大きな財産になってきていると感じました。 

 この活動は明石公園での環境体験の中で、桜守ボランティアさんとの出会いの中からうまれた

プロジェクトです。学校にも多く植えられ、私たちが花見で親しんでいるソメイヨシノは人為的

な交配でつくりだされた品種で、単一の樹から「接ぎ木」という方法で子孫を残してきた樹だそ

うです。現在でいうクローンにあたり、種では増やせないという特徴があるそうです。私たちが

見ているソメイヨシノは全て人の手で植えられ、子孫を残すためにも

人の手が必要だということを、子どもたちは活動の中で体に浸み込ん

でいるのではと感じました。ソメイヨシノに関わることを通して、共

に生きていく持続可能な社会、共生社会に触れることになるという話

を聞きながら、この経験は、言葉で共生を考えるよりも子どもの体に

浸み込んでいっているんだろうなと感じました。 

 また、“桜守活動”の中で、和坂小学校の桜のカルテをつくり、一

本一本の樹の状況がわかるデータが蓄積されており、数年間の桜の変化がわかるようになってい

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 

明石市教育委員会事務局学校教育課 mail：gakkyo@city.akashi.lg.jp 

No.212 

5.12 

2023 

For The Future 

Twitter 

YouTube 

学校＆地域＆専門家合同 和坂小学校“桜守”研修会 

桜守活動での養生にも関わら

す空洞化したソメイヨシノ。

今年の 1 月に伐採。 

伐採・剪定した樹・枝をチ

ップにし、落ち葉とあわせ

腐葉土に。 



るなど、そこから新たな課題や新たな学びなどが生まれてくる可能

性はどんどん広がっていくのではと感じました。そうした学びが学

年を超えてつながっていくことが、“桜守活動”を通して、和坂小

学校に子どもの学びの文化が根付くことにつながるのだと考えま

す。この活動が先生の文化の活動なら、先生が異動等で入れかわる

中で、いつの間にか廃れていってしまいます。しかし、子どもの学びの文化になると、先生が変

わっても、和坂小学校の学びとして続いていくと考えます。そういった意味で今回のような学校

の中だけでの研修ではなく、オープンにした研修は意味があると考えます。何よりも記録動画の

中にある先生の姿は、指導者ではなく、子どもと一緒におどろき、汗を流し、先生自身が学びを

深めていく、協働学習者であり学びの伴走者なのではと感じました。 

 また、学校運営協議会の委員の方から、「和坂小学校のソメイヨシノを接ぎ木で残していくこ

とは？」といった質問が出されました。学校運営協議会の委員さんや地域の皆さんの多くは、開

校以来 40年近く立つ和坂小学校を地域の学校として支えてこられただけに、元気なソメイヨシノ

の姿を知っており、そのソメイヨシノが元気でなくなるのはと、自分事として受け止められたの

ではと思います。 

 樹木医さんからは「接ぎ木は可能。そのためには台木が必要。ソメイヨシノでない桜のサクラ

ンボを発芽させ・・・」といった回答がありましたが、これはまさしく継続した取組が必要で

す。学校運営協議会においてこうしたことをテーマに対話する中で、子どもだけでなく、大人の

学びとして考えてみるのもありなんだろうなと思います。学校が大人の学びの場となっていくこ

とが、和坂小学校の子どもの学びの文化を育んでいくことにつながっていくと考えます。 

これからの課題として各学年の学びをつないで

いく、カリキュラム・マネジメントをあげられて

いました。そして、各学年をつなぐカリキュラ

ム・マネジメントを左図のような私案で整理され

ていました。カリキュラム・マネジメントを考える時、共生といった視点でたっぷり活動してき

た子たちの 6年生での姿を学校・家庭・地域で共有していくアプローチが必要なのではと考えま

す。その目指す姿に向かうにあたって、1年生ではどのような「地域や人のつながり」や「生命の

大切さやつながり」の経験が必要なのか、またどのような段階なのかといった視点で各学年をつ

ないでデザインしていくことが必要なんだと考えます。そうしたデザインができると、目の前の

活動をすることが次にどのようにつながっていくかといった 6年間の育

ちの中に位置づけて考えていくことができるようになるのだと考えま

す。カリキュラム・マネジメントが強調されているのは、そうした成長

の過程の中で“学び”を位置づけて考えていくことが求められているか

らなのではと考えます。この試案もそういった視点で考えていくと 6年

間の学びのストーリーが生まれてくるのではと考えます。そんなカリキ

ュラム・マネジメントを考える参考になるのが、地域の中で生きる、子

どもの成長ストーリー“ありがとうと言う存在から、ありがとうと言わ

れる存在へ”を見える化した松が丘小の「カリキュラム・マネジメント 

マップ」なのではと考えます。                    （文責：北本） 
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